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平成 30年度財政援助団体等に対する監査の結果について 

 

 

第１ 監査の対象団体及び所管課 

（１）対象団体（設立年月日順） 

  ・特定非営利活動法人（NPO法人）度島地区まちづくり運営協議会 

  ・志々伎地区まちづくり運営協議会 

  ・特定非営利活動法人（NPO法人）山田・舘浦地区まちづくり運営協議会 

  ・特定非営利活動法人（NPO法人）大島村まちづくり運営協議会 

  ・津吉地区まちづくり運営協議会 

  ・生月地区まちづくり運営協議会 

  ・野子地区まちづくり運営協議会 

  ・田平まちづくり協議会 

  ・紐差小学校区まちづくり運営協議会 

  ・中津良地区まちづくり運営協議会 

（２）所管課 

   総務部地域協働課 

 

第２ 監査の期間 

   平成 30年 12月 20 日から平成 31年２月 22 日まで 

 

第３ 監査の概要 

（１）監査の種類 

   地方自治法第 199条第７項の規定に基づく財政援助団体等監査 

（２）監査の対象とした事項 

   主に、平成 28年度及び平成 29年度に交付された平戸市コミュニティ推進モデル地域交付金

に係る出納、その他の事務の執行状況 

 

第４ 監査の方法 

   主に、平成 28年度及び平成 29年度における財政援助団体等の出納その他の事務が、法令等

に基づき適正に行われているかどうかを主眼に実施した。 

監査の実施にあたっては、監査対象団体及び監査対象所管課に提出を求めた関係書類の調査

をするとともに、実地調査し関係者に対する質問を行うなどの方法により実施した。 

   なお、以下に示す調査結果における構成比の数値等は、小数点以下第１位を四捨五入してい

るため、個々の集計値の合計は必ずしも 100％とならない場合がある。 
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第５ 監査の結果 

１ 調査票及び関係書類による調査 

（１）調査結果 

ア 対象団体の概要 

 対象団体は、（表１）のとおりで、平成 31 年１月１日現在、10団体が設立され、そのうち

３団体が特定非営利活動法人（NPO 法人）として認証を受けている。また、掲載は設立年月

日順に行い、以下「対象団体」を「団体」と記載した。 

 なお、地区内の人口及び世帯数については、交付金算定時（平成 27 年４月１日現在）で記

載した。 

（表１） 

 

人口 世帯数

1
特定非営利活動法人（NPO法人）
度島地区まちづくり運営協議会
  理事長  堺　　勇二

度島町1673番地 H25.9.2 772 244

2
志々伎地区まちづくり運営協議会
　会長　眞辺　建光

志々伎町292番地1 H28.1.1 883 334

3
特定非営利活動法人（NPO法人）
山田・舘浦地区まちづくり運営協議会
　理事長　川渕　洋海

生月町舘浦148番地11 H28.2.1 2,570 1,039

4
特定非営利活動法人（NPO法人）
大島村まちづくり運営協議会
　理事長　岡村　幸夫

大島村前平1840番地1 H28.4.1 1,169 539

5
津吉地区まちづくり運営協議会
　会長　立石　　学

津吉町1212番地1 H29.1.1 1,682 705

6
生月地区まちづくり運営協議会
　会長　後藤　　潔

生月町壱部浦91番地 H29.1.1 3,347 1,387

7
野子地区まちづくり運営協議会
　会長　山口　直人

野子町3035番地1 H29.4.1 648 195

8
田平まちづくり協議会
　会長　松瀬　郡一郎

田平町里免27番地1 H29.8.1 7,026 3,027

9
紐差小学校区まちづくり運営協議会
　会長　村　　節雄

紐差町798番地1 H29.12.1 3,111 1,307

10
中津良地区まちづくり運営協議会
　会長　林　　良次

下中津良町632番地1 H30.2.1 1,035 405

No 名称及び代表者 事務所の住所
設　立
年月日

地区内
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イ 経理規程（事務処理要領第４条第２項） 

 全ての団体（10団体）において、平戸市準公金等取扱事務処理要領（以下「事務処理要領」

という。）に準拠したかたちで、経理の根幹をなす「経理規程」が制定されていた。 

（表２）                

   

 

ウ 団体の経理責任者（事務処理要領第５条第２項） 

    団体の経理を統括する経理責任者には、下記の役職の者が就任していた。 

   （表３）                 

    

    

エ 団体の出納事務取扱者（事務処理要領第５条第３項） 

    団体の出納事務を行う出納事務取扱者には、下記の役職の者が就任していた。 

（表４）                 

    

 

オ 団体の予算規模 

    平成 30年度予算規模別の団体数は、（表５）のとおりである。10 団体の平成 30年度の予

算額の合計は、１億 2,007 万５千円で、うち交付金が 9,644 万１千円となっている。 

区分ごとでは、500 万円未満が１団体（野子地区）、500 万円以上 1,000万円未満が４団体

（度島地区、志々伎地区、津吉地区、中津良地区）、1,000万円以上 1,500 万円未満が４団体

（山田・舘浦地区、大島村、生月地区、紐差小学校区）、2,500 万円以上 3,000 万円未満が１

団体（田平）となっている。 

 

 

団体数 構成比

制　定 10 100%

未制定 0 0%

合　計 10 100%

区　　　分

経理規程

団体数 構成比

役員 3 30%

集落支援員 6 60%

地域おこし協力隊 1 10%

合　計 10 100%

区　分

経理責任者

団体数 構成比

集落支援員 2 20%

事務職員 8 80%

合　計 10 100%

出納事務
取 扱 者

区　分
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（表５）                                                 （単位：千円） 

   

 

カ 平成 29年度決算における収入の状況 

平成 29 年度決算における収入の状況は、（表６）に示すとおり、10 団体の平成 29 年度

決算額の合計は、8,546万９千円で、うち交付金が 7,438万４千円となっている。 

交付金の収入額ごとの団体数は、（表７）のとおりである。 

（表６）                            （単位：千円） 

    

 

（表７）                                                 （単位：千円） 

     

構成比 構成比 構成比

500万円未満 1 10% 4,808 4% 4,458 5%

500万円以上1,000万円未満 4 40% 32,126 27% 23,797 25%

1,000万円以上1,500万円未満 4 40% 53,277 44% 41,651 43%

1,500万円以上2,000万円未満 0 0% 0 0% 0 0%

2,000万円以上2,500万円未満 0 0% 0 0% 0 0%

2,500万円以上3,000万円未満 1 10% 29,864 25% 26,535 28%

合　計 10 100% 120,075 100% 96,441 100%

予算額区分
団体数

平成30年度予算額

うち交付金額

構成比 構成比 構成比

500万円未満 3 30% 9,225 11% 9,056 12%

500万円以上1,000万円未満 4 40% 33,570 39% 25,816 35%

1,000万円以上1,500万円未満 2 20% 24,140 28% 21,075 28%

1,500万円以上2,000万円未満 1 10% 18,534 22% 18,437 25%

2,000万円以上2,500万円未満 0 0% 0 0% 0 0%

2,500万円以上3,000万円未満 0 0% 0 0% 0 0%

合　計 10 100% 85,469 100% 74,384 100%

決算額（収入）区分
団体数

平成29年度決算（収入）額

うち交付金額

構成比 構成比 構成比

500万円未満 3 30% 9,225 11% 9,056 12%

500万円以上1,000万円未満 5 50% 45,242 53% 34,827 47%

1,000万円以上1,500万円未満 1 10% 12,468 15% 12,064 16%

1,500万円以上2,000万円未満 1 10% 18,534 22% 18,437 25%

2,000万円以上2,500万円未満 0 0% 0 0% 0 0%

2,500万円以上3,000万円未満 0 0% 0 0% 0 0%

合　計 10 100% 85,469 100% 74,384 100%

決算額（交付金）区分
団体数

平成29年度決算（収入）額

うち交付金額
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キ 翌年度への繰越額 

    10団体の平成 29年度決算における翌平成 30年度への繰越額は、（表８）のとおりである。 

（表８）                     （単位：千円） 

 

   平成 29 年度決算で全団体において、翌年度への繰越を行っており、繰越率(繰越額/収入

決算額)は（表９）のとおりである。そのうち繰越率 40%以上が２団体であったが、いずれも

平成 29 年度中に設立された団体であった。 

（表９）                      

    

 

  ク 預金通帳等の管理（事務処理要領第７条第１項第１号及び第３号） 

    預金口座の開設状況は、（表 10）のとおりである。全ての団体において、最寄りの金融機

関に口座が開設されていた。 

（表 10）              

    

 

 

 

 

構成比 構成比

50万円未満 2 20% 829 5%

50万円以上100万円未満 0 0% 0 0%

100万円以上150万円未満 4 40% 4,857 31%

150万円以上200万円未満 1 10% 1,558 10%

200万円以上250万円未満 1 10% 2,373 15%

250万円以上300万円未満 1 10% 2,856 18%

300万円以上350万円未満 1 10% 3,327 21%

合　計 10 100% 15,800 100%

繰越額区分
団体数

平成30年度
への繰越額

繰越率 10％未満
10％～

　20％未満

20％～

　30％未満

30％～

　40％未満

40％～

　50％未満
50％以上 合　計

団体数 1 5 2 0 1 1 10

構成比 10% 50% 20% 0% 10% 10% 100%

団体数 構成比

有 10 100%

無 0 0%

合　　計 10 100%

区　　　分

口座開設
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   預金通帳及び届出印の保管方法は、（表 11）のとおりである。 

（表 11）                          

    

 

  ケ 決算の承認（事務処理要領第８条第４項）  

   10団体の平成 29年度決算における監査及び承認方法は、（表 12）のとおりである。 

（表 12）               

    

    

コ 収入支出経理簿の作成状況（事務処理要領第７条第２項） 

   予算執行管理のための収入支出経理簿の作成状況は、（表 13）のとおりである。 

（表 13）               

    

 

  サ 収入伺・支出伺伝票の作成状況（事務処理要領第６条第１項） 

収入・支出の執行伺となる伝票の作成状況は、（表 14）のとおりである。 

（表 14）               

 

 

 

団体数 構成比

10 100%

0 0%

0 0%

10 100%

区　　　分

鍵のかかる場所に保管（通帳・届出印とも）

合　　　計

鍵のかかる場所に保管（通帳・届出印のどちらか一方）

鍵のかからない場所に保管（通帳・届出印とも）

団体数 構成比

有 10 100%

無 0 0%

合　　計 10 100%

総　会 10 100%

その他 0 0%

合　　計 10 100%

区　　　分

監事等に
よる監査

承認方法

団体数 構成比

作　成 10 100%

未作成 0 0%

合　　計 10 100%

区　　　分

収入支出
経 理 簿

団体数 構成比

作　成 10 100%

未作成 0 0%

合　　計 10 100%

区　　　分

収 入 伺
・支出伺
伝    票
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  シ 物品出納簿の作成状況（事務処理要領第７条第２項） 

   物品出納簿の作成状況は、（表 15）のとおりである。 

（表 15）               

    

 

  ス 備品管理台帳の作成状況（事務処理要領第７条第２項）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

   備品管理台帳の作成状況は、（表 16）のとおりである。 

   （表 16）               

    

 

（２）対象団体の監査の結果 

   対象団体に係る出納その他の事務について、監査した結果、おおむね適正かつ効率的に執

行されているものと認められた。 

   なお、監査における意見は、以下に示すとおりである。 

  

団体数 構成比

作　成 10 100%

未作成 0 0%

合　　計 10 100%

区　　　分

物品出納簿

団体数 構成比

作　成 10 100%

未作成 0 0%

合　　計 10 100%

備品管理台帳

区　　　分
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２ 意見 

現在、本市が推進している新しいコミュニティ制度については、小学校区を基本区域とし、最終

的には市内 16 地区に 14のまちづくり運営協議会（以下「運営協議会」という。）を設置して、各

地区の地域課題に対する様々な事業を実施することによって、集落の維持発展を図っていく取り組

みとなっている。 

 運営協議会に対しては、人的・財政的支援として、市雇用の集落支援員の配置や拠点施設の整備

のほか、事業実施等にかかるまちづくり交付金（以下「交付金」という。）の交付を行っている。 

 その交付金の算定内容としては、市民４税（市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税）の１％

相当額加算と、１人当たり 1,500円を区域人口に乗じて算定した地域の元気づくり加算、離島加算、

統合地区加算で構成されている基礎分と敬老行事交付金及び防犯灯設置整備補助金で構成されて

いる補助金等統合分、それに団体を設置する区域の人口数に応じて配置する事務局職員の人件費で

ある事務費加算で構成されている。 

  この交付金は、運営協議会が当該基本区域における自主的な活動を推進するとともに、市との協

働を行い、諸課題の解決に主体的に取り組むことにより、地域住民の交流の促進、福祉及び生活環

境の向上、安心・安全な生活の確保等を図るための事業を支援するものであり、市の予算に比べ、

使途があまり制限されないなど、活用するメリットは大きいものがある。 

 その一方で、交付金は市の予算から捻出されており、市税等の大切な浄財が源泉となっている。 

そのため、交付金を活用するにあたっては、使途の範囲は広いものの、各種事業を推進するため

の諸規程の整備、意思決定の経緯記録、適正な経理、検収・実績報告の作成など、当然ながら一定

の取り決め（ルール）に基づいた手続きを経なければならない。 

 このような観点から、監査を実施した結果、改善を要する事項が見受けられたので、以下の４つ

の項目に区分し意見とする。 

 なお、各運営協議会に対しては、実地調査時において、改善すべき事項を口頭で指導するととも

に所管課を通じて文書による指導及び意見を行った。 

 

（１）規約及び経理規程について 

ア 運営協議会の規約において、総会が最終意思決定機関として明確に規定されていない運営協

議会及び議決要件が具体的に規定されていない運営協議会が見受けられた。総会については、

議決機関として明確に位置付けるとともに、議決要件等についても規程の整備を検討されたい。 

イ 役員の任期について、期間を定めていない運営協議会が見受けられた。また、任期が１年と

定められている場合、当年度の総会日から次年度の総会日までの間隔が、必ずしも役員の任期

である１年以内になるとは限らず、その期間を経過してしまう可能性も考えられる。 

このことから、役員の任期を定めることと併せて、任期満了となった場合でも次の総会が開

催され、次期役員の承認がされるまでの間、引き続き現行役員が職務を遂行できる旨の規程の

整備を検討されたい。 

ウ 収入及び支出の決定権限について、運営協議会の代表者ではなく事務局長に持たせている運
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営協議会が見受けられたので、経理規程において、権限を明確にしておくことが望ましい。 

（２）会議について 

ア 総会審議事項について、役員会の協議を経ずに総会に提案している運営協議会が見受けられ

たので、適正な会議運営に努めていただきたい。 

イ 総会審議事項である役員となっている事務局長等の承認を受けていない運営協議会が見受

けられたので、規約との整合性を図るよう努めていただきたい。 

ウ 総会審議事項である決算報告において、積立金の状況報告がなされていない運営協議会が見

受けられたので、改善に努めていただきたい。 

（３）補助事業及び助成金について 

ア 構成区域の自治会を対象として、地域支援交付金等の名目で各自治会に対する事業の支援を

行っている運営協議会があるが、実績報告において収支精算書や写真等が添付されていないも

のが見受けられたので、交付に当たっては、補助事業の内容、対象経費や実績報告のあり方等

について、検討されたい。また、補助金交付要綱など規程を設けていない運営協議会も見受け

られたので、規程の整備についても努めていただきたい。 

イ 各種団体等に対する助成金に関し、収支精算書等の提出を省略しているものや提出されてい

ないものが見受けられた。助成金が有効に活用されているかを確認するためには必要な書類で

あると考えられるので、収支精算書の提出を求めていただきたい。 

（４）経理について 

ア 予算編成において支出の欄の事務局費の項目を人件費と事務費に大別している運営協議会

が見受けられたが、支出の透明性や支出目的の明確化が求められることから、「まちづくり運

営協議会経理事務マニュアル」に示されている細節に準じて支出科目を設定するよう努めてい

ただきたい。 

イ 事業執行に伴う見積書の徴取や契約書の締結については、各運営協議会の経理規程において、

市の契約規則を準用することとしているが、執行伺を行っていないものや契約書の締結がされ

ていないもの、また見積書を１者のみから徴取している事例も見受けられたので、適正な処理

に努めていただきたい。なお、特別の理由があり２者以上の見積徴取が困難な場合等は、その

理由を明確に残しておくことが望ましい。 

ウ 役員報酬や各種会議への出席に係る謝礼等が支出されているが、必ずしも支給基準等が明確

に規定されていないため、規程等により明文化しておくことが望ましい。 

エ 支出決議書における検収・確認について、備品購入時の検収にかかる写真等が添付されてい

ないものや領収書のみが添付され、支出額の根拠となる明細が不明なものが見受けられたので、

検収・確認方法について見直しを図られたい。 
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３ むすび 

市内どの地域においても人口減少、少子高齢化が進行する中で、数多くの課題を抱えながらも地

域のコミュニティ活動の維持・推進のためにご尽力されていることに対し、敬意を表します。 

 現在、市内には 10 のまちづくり運営協議会が設立されているが、各運営協議会においても専門

的な施策を展開する部会を設置し、年間を通して、子どもからお年寄りまでを対象とした幅広いコ

ミュニティ事業を積極的に実施されていると高く評価できます。 

これまで、交付金の活用については、既存の事業（イベント等）に対する支援強化の財源として

いるものが多く見られる一方で、地域課題解決に向けた高齢者移動支援など新たな需要を掘り起こ

した事業展開が図られています。 

今後は、各地域の課題を選定し、解決に向けた重点事業を引き続き実施することに加え、各部会

の更なる強化により、事業内容の充実を図るとともに、各種媒体を活用した情報発信を行い、地域

住民の事業への理解、参画意欲の向上に努めていただきたい。 

併せて、限られた交付金を最も有効な方法で活用するため、自主財源の確保も視野に入れた事業

の見直しなどの事業展開を模索し、地域コミュニティ活動の充実、住みよい安心・安全なまちづく

りの推進に積極的に取り組んでいただきたい。 

加えて、人材の活用こそが組織の活性化の源泉であり、地域の人材を発掘するとともに、若人力

を高めるためにも地域の内外に広く人材を求め、育成することが必要でないかと思われます。 

特に、各運営協議会に配置している集落支援員は、それぞれの運営協議会で中心的な役割を担っ

ており、継続的な雇用と研修機会の確保に努めていただきたい。 

 なお、まちづくり運営協議会を所管する総務部地域協働課においては、今後ともそれぞれの運営

協議会との連携を取りながら、地域課題の解決が図られるよう的確な指導助言を行っていただきた

い。 

 むすびに、今年度準備委員会を立ち上げ、設置に向けた協議が進められている「中野地区」及び

「根獅子・飯良地区」における着実な組織の設立と、これから取り組む予定とされている「平戸地

区」及び「田助地区」における協議が円滑に進み、住民総意のもと運営協議会が設立され、平戸市

全域において、住民一体となった協働のまちづくりが実践されていくことを切に願うものです。 
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志々伎地区まちづくり運営協議会-----------------------



No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 9,721,312 (5,575,000) 9,693,069 28,243 

平成29年度 8,684,977 (5,499,000) 7,604,538 1,080,439 

比較 △1,036,335 (△76,000) △2,088,531 1,052,196 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 9,865,000 (5,499,000) 9,865,000 0 

部 会

特定非営利活動法人（NPO法人）
度島地区まちづくり運営協議会
理事長　堺　　勇二

平戸市度島町1673番地

平成25年９月２日（平成26年９月10日NPO認証）

度島小学校区

理事長（１名）、副理事長（１名）、理事（６名）、
監事（２名）

・経理責任者兼事務局長（１名）
・出納事務取扱者（１名）
・事務職員（１名）
・集落支援員（１名）
・運転手（３名）

役 員

事 務 局

定 款 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

名 称 ・ 代 表 者

所 在 地

設 立 年 月 日

区分

まちづくり運営協議会の概要　１ １．NPO度島地区

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

・生活環境部会
・健康福祉部会
・安心・安全部会
・地域づくり部会
・産業育成部会

①子育て支援に関する事業
②青少年の健全育成及び生涯学習に関する事業
③市民の健康づくりに関する事業
④高齢者の生きがいづくりに関する事業
⑤環境の美化、ごみの減量・リサイクルに関する事業
⑥防犯及び防災に関する事業
⑦コミュニティバス運営事業
⑧まちづくり活性化事業
⑨ふれ愛センター度島管理運営事業
⑩物品販売事業

区　分 内　　　　　容

基 本 区 域

区分 収入 支出
差引

（繰越額）

収入 支出 差引

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

目的

寄附金・車両購入等

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額

1,525,071
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No

12

13

地域づくり部会

・夏祭り開催事業
　（全島民が楽しめる夏祭りの開催）
・おかえりなさいイルミネーション事業
　（イルミネーション、度島写真コンテスト授賞式、富くじなど）

健 康 福 祉 部 会

・町民運動会での高齢者おもてなし事業
　（町民運動会時に70歳以上の独居・老老世帯への弁当配布）
・たくしま大楽開催事業
　（65歳以上を対象に毎週、脳トレ・転倒防止運動等を開催）
・度島全島民グラウンドゴルフ大会開催事業
　（全島民を対象に年２回（春・秋）開催）

安心・安全部会

・安全パトロール及びあいさつ運動事業
　（夏祭りの際の島内パトロール、あいさつ運動呼びかけ）
・シニアカー運転講習会事業
　（年１回、シニアカー予備軍も含めて、安全運転講習会の開催）
・危険箇所等に看板を立てる事業
　（小中学生が描いたポスターを展示後、島内危険箇所に設置）
・防犯灯管理運営事業
　（自治会管理の防犯灯の取替や新設、電気料への助成）
・火災の初期消火及び救命救助事業
　（模擬消火栓での初期消火訓練、応急手当講習会の開催）

そ の 他

・コミュニティバス運行事業
　（島内へのコミュニティバス１日６便の運行）
・ふれあいモデル運用事業
　（買物支援の項目充実、タブレット教室の開催）
・度島まちづくり塾開催事業
　（度島の中学生向けにワークショップやまち歩きの開催）
・月イチ床屋事業
　（毎月第２月曜日に島外から床屋さんに来てもらい散髪実施）
・度島ふれあい募金事業（カレンダー作成）
　（募金を呼びかけ、金額に応じてカレンダーなどを返礼）
・度島新聞製作事業
　（島内の行事や協議会の活動を毎月１回、島内全戸に配布）

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

生 活 環 境 部 会

・花いっぱい事業
　（漁港付近の花壇への春・秋咲きの花苗の植栽・管理）
・月イチ清掃事業
　（毎月第２土曜日午前８時から30分程度、島内の一斉清掃）
・古紙回収事業
　（婦人会が行う古紙回収活動への助成）
・ＥＭ菌製造事業
　（婦人会が行うＥＭ菌を利用した石けん等の製作への助成）
・美化活動事業
　（各地区の美化活動への助成）

産 業 育 成 部 会
・特産品開発事業
　（特産品「ウニそぼろ」開発に向け、試食会や市場調査の実施）

まちづくり運営協議会の概要　１－２ １．NPO度島地区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念
『自然・人情豊かな　伝統の郷（さと）　度島』

～行こう！　憩こう！　度島～
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 6,747,761 (5,113,000) 6,127,719 620,042 

平成29年度 6,916,902 (5,113,000) 5,782,121 1,134,781 

比較 169,141 (0) △345,598 514,739 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 7,322,000 (5,113,000) 7,322,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

規 約 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①交通対策に関すること
②高齢者対策など福祉の増進に関すること
③健康づくりに関すること
④子育て支援及び青少年の健全育成に関すること
⑤防犯・防災の機能強化に関すること
⑥環境美化の推進に関すること
⑦地域づくりに関すること
⑧その他協議会の目的達成に関すること

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
顧問（１名）、会長（１名）、副会長（１名）、事務局長
（１名）、会計（１名）、部会長（３名）、会計監査（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長〔集落支援員〕（１名）
・出納事務取扱者（１名）
・運転手（１名）

部 会
・地域づくり部会
・健康福祉部会
・生活環境部会

所 在 地 平戸市志々伎町292番地1

設 立 年 月 日 平成28年１月１日

基 本 区 域 志々伎小学校区

まちづくり運営協議会の概要　２ ２．志々伎地区

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
志々伎地区まちづくり運営協議会
会長　眞辺　建光

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

1,400,000 車両購入
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No

12

そ の 他
・各地区の消火栓及び防火用水のマップ作成後、掲示及び回覧
・会館七夕飾り（小学生・保育園児・いきいきサロン・老人会）
・ふれあい会館管理事業

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

・大志々伎自安和楽に対する支援・助成
・保存継承のための会議
・こども劇場　人形劇（おきゃく、おことわり）開催
・小学生夏休み工作教室（竹細工・貝細工）出前講座
・志々伎地区及び野子地区合同で市の婚活事業への支援
・小学校夏休み作品及び一筆会作品のホール展示
・まちづくり通信発行
・志々伎漁協お魚まつりに対する助成
・ふれあい運動会における各地区への助成
・高齢者対策等を行っている団体への助成
・上段ノ野の野焼きへの支援・助成
・イルミネーション事業への支援・助成
・どんど焼き継承への支援・助成
・小学生及び一筆会の書初め展示
・特産品の掘り起こし、新しい特産品の開発、販売方法の勉強会

健 康 福 祉 部 会

・高齢者移動支援事業〔ふれあい号の運行〕
・一人暮らし及び二人暮らし見守り（声かけ運動）の実施
・高齢者交通安全講習会（シニアカー交通安全講習会）
・船越なごみ会への支援
・グラウンドゴルフ倶楽部設立（資材セット購入）
・高齢者見守り（声かけ）ボランティア会議の開催

生 活 環 境 部 会

・育成会によるフラワーロード作戦に対する資材代の助成・支援
・ふれあい会館前花いっぱい運動
・各地区停留所及び公会堂にプランター花設置・夏・秋植替え
・浦漁港公園グラウンド除草作業に対する薬剤代の助成
・浦漁港公園グラウンド整地用のトンボ作成

まちづくり運営協議会の概要　２－２ ２．志々伎地区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念 豊かな恵みと活気にあふれ 人の笑顔が集うまち 志々伎
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 6,646,809 (6,242,000) 5,679,205 967,604 

平成29年度 11,672,341 (9,011,000) 9,299,237 2,373,104 

比較 5,025,532 (2,769,000) 3,620,032 1,405,500 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 11,434,000 (9,011,000) 11,434,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

定 款 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①地域ケア活動及び健康づくりに関する事業
②高齢者の生きがいづくりに関する事業
③三世代ふれあい活動及び子どもの健全育成活動に関する事業
④伝統文化継承に関する事業
⑤環境の保全・美化、ごみの減量・リサイクルに関する事業
⑥防犯灯の設置及び自主防災組織活動に関する事業
⑦地域の魅力発信、観光・産業振興に関する事業

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
理事長（１名）、副理事長（２名）、理事（８名）、
監事（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長（１名）
・出納事務取扱者〔集落支援員〕（１名）
・事務職員（２名）

部 会

・地域づくり部会
・生活環境・防災部会
・子ども育成部会
・健康・福祉部会
・産業振興部会

所 在 地 平戸市生月町舘浦148番地11

設 立 年 月 日 平成28年２月１日（平成29年12月６日NPO認証）

基 本 区 域 山田小学校区

まちづくり運営協議会の概要　３ ３．NPO山田・舘浦地区

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
特定非営利活動法人（NPO法人）
山田・舘浦地区まちづくり運営協議会
理事長　川渕　洋海

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

1,500,000 車両購入
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No

12

健康・福祉部会

・ラジオ体操で健康づくり事業〔再掲〕
（子どもの夏休み期間だけではなく、年間を通して自由参加開催）
・地域見守り活動支援事業
（地区が行っている高齢者見守りサポーター活動に人的支援）
・敬老行事支援事業
（地区が行っている敬老会の開催費用の支援）

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

・三世代交流グラウンドゴルフ大会事業
（年１回、三世代がふれあえる大会を開催）
・地域伝統文化継承支援事業
（舘浦須古踊り保存会への備品購入の支援）
・山頭草原まつり事業
（アザミ掘り、絶叫大会、弁当開き、草スキー等のイベント開催）
・イルミネーション事業
（飾りつけ後、ヤカーリング・クイズ・ビンゴ等のイベント開催）
・おごっつぉ祭り
（郷土料理の提供とコンサート等のイベント開催）
・情報発信事業

生 活 環 境 ・
防 災 部 会

・まちなか花いっぱい運動
（まちなかのプランター管理者を募集し、植栽・管理を依頼）
・防犯灯設置事業
（地域の防犯灯の新設・修繕等に要する費用の支援）
・自主防災組織活動支援事業
（一時避難所から指定避難所までの誘導及び避難、AED講習等を実
施）

子ども育成部会

･三世代交流グラウンドゴルフ大会事業〔再掲〕
（年１回、三世代がふれあえる大会を開催）
・ラジオ体操で健康づくり事業
（子どもの夏休み期間だけではなく、年間を通して自由参加開催）

産 業 振 興 部 会
・おごっつぉ祭り〔再掲〕
（郷土料理の提供とコンサート等のイベント開催）

まちづくり運営協議会の概要　３－２ ３．NPO山田・舘浦地区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念
「月満ちて、生きる力溢れる三世代。
　世界一住みたい宝島、山田・舘浦」
～祈りの島から　漕ぎ出せ　夢の海へ～
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 7,826,034 (4,359,000) 7,255,237 570,797 

平成29年度 9,667,842 (7,827,000) 6,812,013 2,855,829 

比較 1,841,808 (3,468,000) △443,224 2,285,032 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 14,100,000 (7,827,000) 14,100,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

定 款 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①子育て支援に関する事業
②青少年の健全育成及び生涯学習に関する事業
③市民の健康づくりに関する事業
④高齢者の生きがいづくりに関する事業
⑤環境の美化、ごみの減量・リサイクルに関する事業
⑥防犯及び防災に関する事業
⑦地域課題の解消に関する事業
⑧産業振興に関する事業
⑨地域の魅力発信に関する事業

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
理事長（１名）、副理事長（２名）、理事（５名）、
監事（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長〔地域おこし協力隊〕（１名）
・出納事務取扱者（１名）

部 会

・地域づくり部会
・生活環境部会
・健康福祉部会
・地域振興部会
・安心・安全部会

所 在 地 平戸市大島村前平1840番地1

設 立 年 月 日 平成28年４月１日（平成28年12月15日NPO認証）

基 本 区 域 大島小学校区

まちづくり運営協議会の概要　４ ４．NPO大島村

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
特定非営利活動法人（NPO法人）
大島村まちづくり運営協議会
理事長　岡村　幸夫

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

1,300,000 車両購入

- 17 -



No

12

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

・地域の魅力発信事業
（ホームページの作成等）
・イルミネーション事業
（飾り付け、点灯式の実施）
・少年自然体験交流事業
（大島地区の児童などを対象に自然体験キャンプ交流を実施）
・大島村夏祭り花火大会開催事業
（同実行委員会への人的支援を実施）

生 活 環 境 部 会

・花いっぱい事業
（的山港の桟橋周辺のプランター管理団体への助成）
・大島村一斉海岸清掃事業
（各地区の海岸清掃への燃料費の助成）
・大島村一斉クリーン大作戦事業
（全地区への清掃用具の助成）

健 康 福 祉 部 会

・買物支援事業
（島内移動販売業者への燃料費の助成）
・おおしま脳大学開催事業
（高齢者を対象とした簡単な計算、音読、書き取り等の開催）
・大島地区敬老会開催事業
（75歳以上を対象に敬老会を開催）

地 域 振 興 部 会

・空き家、空き地管理事業
（空き家調査、空き家台帳の整備、アンケートの準備作業等）
・大島村ふるさと祭り開催支援事業
（同実行委員会への人的支援を実施）

安心・安全部会

・ＬＥＤ懐中電灯配布事業
（小中学生へのＬＥＤ懐中電灯の配布）
・自治会と合同での大島村防災訓練事業
（消防分団４地区で自主防災訓練を実施）
・オレオレ詐欺対策講習会開催事業
（敬老会の折にオレオレ詐欺防止のチラシ配布）
・防犯灯維持管理事業
（地域の防犯灯の新設・修繕等に要する費用の支援）

まちづくり運営協議会の概要　４－２ ４．NPO大島村

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念 「未来への風が吹く宝島　的山大島」
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 1,646,001 (1,646,000) 887,626 758,375 

平成29年度 8,300,437 (7,377,000) 7,028,045 1,272,392 

比較 6,654,436 (5,731,000) 6,140,419 514,017 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 8,650,000 (7,377,000) 8,650,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

規 約 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①交通対策に関すること
②高齢者対策など福祉の増進に関すること
③健康づくりに関すること
④子育て支援及び青少年の健全育成に関すること
⑤防犯・防災の機能強化に関すること
⑥環境美化の推進に関すること
⑦地域づくりに関すること
⑧その他協議会の目的達成に関すること

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
顧問（３名）、会長（１名）、副会長（２名）、事務局長
（１名）、会計（１名）、部会長（４名）、会計監査（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長〔集落支援員〕（１名）
・出納事務取扱者（１名）

部 会

・地域お宝部会
・健康福祉部会
・生活環境部会
・産業創出部会

所 在 地 平戸市津吉町1212番地1

設 立 年 月 日 平成29年１月１日

基 本 区 域 津吉小学校区

まちづくり運営協議会の概要　５ ５．津吉地区

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
津吉地区まちづくり運営協議会
会長　立石　　学

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

0 －
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No

12

そ の 他

・地域活動支援事業
（各地区の活動への助成）
・敬老行事事業
（各地区の敬老会への助成）
・防犯灯設置整備事業
（地域の防犯灯の新設・修繕等に要する費用の支援）
・区長支援事業
（各地区嘱託員への業務支援）

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地 域 お 宝 部 会

・伝統行事保存事業
（津吉茶市、津吉自案和楽などの伝統行事への助成）
・津吉地区コマーシャル事業
（年４回の新聞発行やカレンダーの作成）
・地域の宝存続事業
（地域の活動団体への助成）

健 康 福 祉 部 会

・高齢者移動支援事業
（75歳以上を対象にタクシーを運行）
・子育て支援事業
（こども劇場や夏休みの寺子屋勉強会の開催）
・健康づくり事業
（各地区での健康づくり教室の開催）

生 活 環 境 部 会
・環境整備事業
（道路舗装や花苗・植栽への助成）

産 業 創 出 部 会

・軽トラ朝市開催事業
（定期的な軽トラ朝市の開催）
・雇用促進事業
（産業後継者支援策等の勉強会の開催）

まちづくり運営協議会の概要　５－２ ５．津吉地区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念
笑顔あふれ　自然の恵みに囲まれた
幸福（しあわせ）のまち　つよし
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 1,834,000 (1,834,000) 1,457,333 376,667 

平成29年度 12,468,216 (12,064,000) 11,098,015 1,370,201 

比較 10,634,216 (10,230,000) 9,640,682 993,534 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 13,392,000 (12,021,000) 13,392,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

規 約 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①まちづくりの計画及び実施に関すること
②地域の自然と歴史・文化を守り、伝統行事等を継承する地域づく
りに関すること
③青少年の健全育成、子育て支援に関すること
④地域の防災・防犯及び生活環境に関すること
⑤健康づくり及び福祉に関すること
⑥地域の産業振興に関すること
⑦その他協議会の目的達成に必要な事業

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
会長（１名）、副会長（２名）、幹事（５名）、事務局長
（１名）、部会長（４名）、副部会長（４名）、監査（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長（１名）
・出納事務取扱者〔集落支援員〕（１名）
・事務職員（２名）

部 会

・地域づくり部会
・生活環境部会
・健康福祉部会
・産業振興部会

所 在 地 平戸市生月町壱部浦91番地

設 立 年 月 日 平成29年１月１日

基 本 区 域 生月小学校区

まちづくり運営協議会の概要　６ ６．生月地区

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
生月地区まちづくり運営協議会
会長　後藤　　潔

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

0 －
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No

12

・敬老会開催事業
（各地区の敬老会への助成）
・防犯灯設置整備事業
（地域の防犯灯の新設・修繕等に要する費用の支援）
・音響システム整備事業
（音響システムの購入）
・防波堤壁画保護事業
（生月小学校卒業生が卒業記念に描いた防波堤壁画の保護）

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

・夏祭り支援事業
（青年団主催の夏祭り時にＴシャツ販売応援等を実施）
・通学合宿支援事業
（実施団体である生月小ＰＴＡに対し、経費の支援を実施）

生 活 環 境 部 会
・安全・安心・防災まつり開催事業
（住民の防災意識向上のため、防災まつりを開催）

健 康 福 祉 部 会

・三世代交流グラウンドゴルフ大会開催事業
（健康増進と世代間交流を図るため開催）
・健康診断受診向上促進事業
（受診率向上を図るため、チラシ・回覧等で呼びかけを実施）
・ケアニン上映会事業
（介護士の若者が認知症と本気で向きあう姿を描いた映画の上映）

そ の 他

産 業 振 興 部 会
・フリーマーケット開催事業
（住民が手作りしたアクセサリーを防災まつりで販売）

まちづくり運営協議会の概要　６－２ ６．生月地区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念
「悠久の歴史と豊かな自然が息づくまち　いきつき」

～人情味あふれ笑顔が輝くまちづくり～
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 0 (0) 0 0 

平成29年度 4,627,035 (4,458,000) 4,278,376 348,659 

比較 4,627,035 (4,458,000) 4,278,376 348,659 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 4,808,000 (4,458,000) 4,808,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

規 約 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①交通対策に関すること
②高齢者対策など福祉の増進に関すること
③健康づくりに関すること
④子育て支援及び青少年の健全育成に関すること
⑤防犯・防災の機能強化に関すること
⑥環境美化の推進に関すること
⑦地域づくりに関すること
⑧その他協議会の目的達成に関すること

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
顧問（１名）、会長（１名）、副会長（２名）、部会長（３名）
、事務局長（１名）、会計（１名）、会計監査（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長〔集落支援員〕（１名）
・出納事務取扱者（１名）

部 会
・地域づくり部会
・健康福祉部会
・生活環境部会

所 在 地 平戸市野子町3035番地1

設 立 年 月 日 平成29年４月１日

基 本 区 域 野子小学校区

まちづくり運営協議会の概要　７ ７．野子地区

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
野子地区まちづくり運営協議会
会長　山口　直人

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

600,000 車両購入等
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No

12

・地区祭事活性化事業
（各団体への経費の支援）
・道路・河川環境整備事業
（任意団体の清掃活動に対し助成。停留所等にプランター設置。清
掃活動の実施）
・空き家管理整備事業
（空き家の状況把握、調査の実施）

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

・伝統芸能保存事業
（野子ジャンガラの備品購入支援、練習・奉納時の手伝い）
・マリンフェスティバル開催事業
（必要経費への支援、開催時の人的支援）
・特産品開発・販売所設置事業
（加工業者等を対象に特産品開発勉強会を開催）
・野子地区及び志々伎地区合同で市の婚活事業への支援
・まちづくり新聞の発行など
（まち協新聞の発行やフェイスブックによる情報発信）

健 康 福 祉 部 会

・集会場設置事業
（事務所内を間仕切りし、各種集いの場として開放）
・高齢者見守り事業
（一人住まいの高齢者に対し、安否確認を実施）
・野子地区児童健全育成事業
（各部活動・個人に対し、部活動遠征補助を実施。とび出し注意看
板設置。子ども劇場の開催）

生 活 環 境 部 会

まちづくり運営協議会の概要　７－２ ７．野子地区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念 活気と笑顔にあふれ　海の恵みに育つまち　野子

- 24 -



No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 0 (0) 0 0 

平成29年度 18,533,851 (18,437,000) 15,206,468 3,327,383 

比較 18,533,851 (18,437,000) 15,206,468 3,327,383 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 29,864,000 (26,535,000) 29,864,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

規 約 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①交通対策に関すること
②地域づくりに関すること
③高齢者対策など福祉の増進に関すること
④健康づくりに関すること
⑤環境美化の推進に関すること
⑥防犯・防災の機能強化に関すること
⑦子育て支援及び青少年の健全育成に関すること
⑧産業振興に関すること
⑨その他協議会の目的を達成するために必要なこと

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員 会長（１名）、副会長（２名）、部会長（５名）、監事（２名）

事 務 局

・経理責任者兼事務局長〔集落支援員〕（１名）
・出納事務取扱者（１名）
・事務職員（２名）
・集落支援員（２名）

部 会

・地域づくり部会
・健康福祉部会
・生活環境・防災部会
・子ども育成部会
・産業振興部会

所 在 地 平戸市田平町里免27番地1

設 立 年 月 日 平成29年８月１日

基 本 区 域 田平北小学校区、田平東小学校区及び田平南小学校区

まちづくり運営協議会の概要　８ ８．田平

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
田平まちづくり協議会
会長　松瀬　郡一郎

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

0 －

- 25 -



No

12

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

・田平まちづくり学校事業
（やぶ椿の地域保存会と連携し、専用のビニールハウスの設置）
・田平（ＴＶ）プロモーション事業
（地域の若手事業者に委託し、メディア等で広く活用）

健 康 福 祉 部 会

・見回り・見守り・声かけ事業
（活動にあたっての研修会等を開催）
・ふれあいコミュニティバス事業
（コミュニティバス運行に向け、対策会議等を開催）

生 活 環 境 ・
防 災 部 会

・歩きながらゴミ拾おうかい事業
（小学校単位で、実施）
・道つくり応援隊事業
（草払機の購入、有償ボランティアの募集等）
・リサイクル対策事業
（資源回収保管庫を設置する団体への支援）
・自主防災組織活動支援事業
（自主防災組織の研修会開催に向けた広報等の実施）
・春夏秋冬花植え隊事業
（花いっぱい活動団体への支援に向けた検討）

子ども育成部会

・サザエ３事業
（３世代交流音楽鑑賞会、３世代そば打ち体験教室の開催）
・登下校時の声かけ運動
（実施しているボランティア活動団体・個人の把握等）
・かぶとむしサン事業
（クラブ等の送迎対策に向けた情報収集等）

そ の 他
・自治会活動支援事業
・地域イベント支援事業

産 業 振 興 部 会

・道の駅活性化事業
（放送設備を整備し、道の駅秋まつりや物産展を開催）
・日本最西端の駅ＰＲ事業
（観光客の記念品として和タオル、ハンドタオルの販売）
・ふれあい農園整備事業
（耕作放棄地の活用、特産品の開発に向けた検討）
・北農連携事業
（北農の活動支援〔ドローンの購入等〕）

まちづくり運営協議会の概要　８－２ ８．田平

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念
活かせ！！海・山・歴史。
いっちょやるばい田平おこし
～住み続けたいふるさと田平～
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 0 (0) 0 0 

平成29年度 3,725,000 (3,725,000) 2,166,893 1,558,107 

比較 3,725,000 (3,725,000) 2,166,893 1,558,107 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 14,351,000 (12,792,000) 14,351,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

規 約 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①交通対策に関すること
②高齢者対策など福祉の増進に関すること
③健康づくりに関すること
④子育て支援及び青少年の健全育成に関すること
⑤防犯・防災の機能強化に関すること
⑥環境美化の推進に関すること
⑦地域づくりに関すること
⑧その他協議会の目的達成に関すること

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
顧問（４名）、会長（１名）、副会長（３名）、部会長（４名）、
事務局長（１名）、会計（１名）、監事（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長〔集落支援員〕（１名）
・出納事務取扱者（１名）
・事務職員（１名）

部 会

・地域づくり部会
・健康福祉部会
・生活環境部会
・産業創出部会

所 在 地 平戸市紐差町798番地1

設 立 年 月 日 平成29年12月１日

基 本 区 域 紐差小学校区

まちづくり運営協議会の概要　９ ９．紐差小学校区

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
紐差小学校区まちづくり運営協議会
会長　村　　節雄

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

200,000 防犯灯整備
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No

12

産 業 創 出 部 会
・草刈り・陰切り支援事業
（草刈り応援隊として、有償ボランティア作業員の募集実施）

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

・地域おこし事業
（ローカルまち協新聞の定期的な発行）
・よかとこ10選の選定
（各世帯等に対し、募集チラシの配布）
・長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産にかかる勉強会開催
・郷土芸能保存事業
（郷土芸能保存会への支援に向けた検討）

健 康 福 祉 部 会

・高齢者支援事業
（高齢者の支援に向けた検討）
・高齢者居場所づくり事業
（住民主体の通いの場の備品としてカラオケを購入）

生 活 環 境 部 会
・環境美化事業
（花壇の整備及び植栽を実施）

まちづくり運営協議会の概要　９－２ ９．紐差小学校区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念 人輝き　活気あふれ　心豊かに暮らせるまち　中部
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No

1

2

3

4

5

6

7

8

（うち交付金）

平成28年度 0 (0) 0 0 

平成29年度 873,000 (873,000) 393,000 480,000 

比較 873,000 (873,000) 393,000 480,000 

区分

平成29年度

（うち交付金）

平成30年度 6,289,000 (5,808,000) 6,289,000 0 

11
予 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出 差引

規 約 に
規 定 さ れ た
活 動 内 容

①交通対策に関すること
②高齢者対策など福祉の増進に関すること
③健康づくりに関すること
④子育て支援及び青少年の健全育成に関すること
⑤防犯・防災の機能強化に関すること
⑥環境美化の推進に関すること
⑦地域づくりに関すること
⑧その他協議会の目的達成に関すること

差引
（繰越額）

9
決 算 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

区分 収入 支出

役 員
顧問（２名）、会長（１名）、副会長（１名）、部会長（３名）、
監事（２名）

事 務 局
・経理責任者兼事務局長〔集落支援員〕（１名）
・出納事務取扱者（１名）

部 会
・地域づくり部会
・健康福祉部会
・生活環境部会

所 在 地 平戸市下中津良町632番地1

設 立 年 月 日 平成30年２月１日

基 本 区 域 中津良小学校区

まちづくり運営協議会の概要　10 10．中津良地区

区　分 内　　　　　容

名 称 ・ 代 表 者
中津良地区まちづくり運営協議会
会長　林　　良次

10
積 立 金 状 況
（ 単 位 ： 円 ）

積立額 目的

0 －
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No

12

13

部 会 名 平成29年度の事業内容（総会資料から抜粋）

地域づくり部会

健 康 福 祉 部 会

生 活 環 境 部 会

　本協議会は、平成30年２月１日設立のため、部会毎の具体的な事業
実績はない。

まちづくり運営協議会の概要　10－２ 10．中津良地区

区　分 内　　　　　容

基 本 理 念
「自然の恵みと笑顔をつつみ

　　　ひかり輝くまち　中津良」
　 ～　よかばい　人の温もり　～
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